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民間利用実証調整会議 運営要項 

 

平成２２年９月 制定 

民間利用実証調整会議 事務局 

 

 

１． 会議の名称 

本会議会は、「民間利用実証調整会議」（以下「会議」という）と称する。 

 

２． 会議の目的 

本会議は、準天頂衛星初号機（QZS-1）を用い、財団法人衛星測位利用推進センター（SPAC）が推

進するサブメータ級測位補強及びセンチメータ級測位補強の各利用実証（以下「利用実証」という）

に関して、実証参加者相互の情報交換、設備利用を含む利用実証の日程調整、必要な準備作業

等を円滑に進め、実証内容やスケジュール等の調整、実証計画や実証結果等の取りまとめを行う

ことを目的とする。 

 

３． 活動の内容 

本会議では，以下の活動を行う。 

（1）利用実証参加者相互のスケジュール調整を行う。なお、宇宙航空研究開発機構（JAXA）と

SPACとの協定に基づき、補強信号をQZS-1から送信するためのJAXA等とのスケジュール

調整は、事務局を担当する SPACが本会議を代表して行う。 

（2）実証参加者が作成する実証計画、進捗状況（実証速報等）、実証結果のとりまとめを行う。な

お、JAXA/SPAC 間協定に基づき、JAXA等への報告及び公表は、事務局を担当する SPAC

が本会議を代表して行う。 

（3）実証参加者が任意に作成する利用実証詳細報告の取りまとめを行う。なお、公表について

は、それぞれの詳細報告毎に、作成者と SPAC間で調整して決める。 

（4）QZS-1 を用いた技術実証や利用実証の進捗状況など、参加者の利用実証推進に有益な情

報交換を行う。 

（5）その他前各項に付帯する活動 

 

４． メンバの構成 

本会議は、以下のメンバで構成する。なお、会議の議長及び事務局は SPACが担当する。 

（1）一般メンバ 

公募等を通じて、利用実証への参加が決まった者。複数の機関が共同で実証する場合は、

その代表者とする。 
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（2）特別メンバ 

上記以外で、準天頂衛星システム、測位補強システム、実証設備などに知見があり、参加者

の利用実証推進に有益な情報等を有する者。 

 

５． 会合の開催 

本会議は、議長の招集またはメンバの要望により会合を開催する。但し、資料配布、資料交換等、

会合の開催を要しない場合は、電子メール等による情報連絡を行う。これらの事務活動は、SPAC

が行う。 

 

６． 基本方針の遵守 

本会議及びメンバは、以下の基本方針を遵守して活動する。 

（1）利用実証は、以下の内容であること 

①QZS-1 が有する測位補強の効果を、利用面の観点から見極める内容であること。 

②利用実証は研究用に限定し、商用に供しないこと。但し、将来、準天頂衛星が実用化された

段階で、実用化、事業化の可能性が見込まれる内容であること。 

③関係法令に適合すること。 

（2）実証計画及び実証結果は、「民間利用実証調整会議」に報告する。これらの情報は、JAXAなど

の関係機関に提示されると共に、一般にも公表する。また、測位補強利用の推進のため、実証

計画や結果に限らず、実証内容や成果は、可能な限り一般公開する。 

（3）実証参加者は、電波法令等に定められた規則を遵守する。 

（4）実証参加者は、実施日程･手順等、会議での調整結果を遵守すると共に、有益な実証成果が得

られるよう、必要な準備作業、進捗管理等を行う。 

(5)実証参加者は、QZS-1から送信される測位補強データを無償で受信利用できる。また、SPACが準備

する測位受信機等を利用することができる。なお、利用の可否及び利用条件等は、SPAC と協議して

決める。 

（6）実証内容、実証成果等、取得情報や知財の扱い、並びに損害賠償、安全管理等、賠償責任の

扱いは、JAXA／SPAC 間協定の内容に従う。これらの遵守に関して必要な場合は、関係者間で

事前に協議し、契約等を実施する。 

(7)利用実証に使用予定のシステム及び設備はいずれも開発途上にあり、今後の進捗によっては、実施

時期の延期、中止、あるいは、所期のシステム性能（GPS 補完、測位補強）を達成できない場合があ

ることを、予め承知の上参加すること。 

 

７． 利用実証の実施 

実証参加者は、本会議で調整した実証計画に従い、個々の実証テーマ毎に、実証参加者の責任に

おいて利用実証を行う。利用実証の実施等に伴う経費、発生する賠償責任等は、当該参加者が負

う。 
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８． 経費の負担 

本会議への参加は無料とし、本会議でのメンバ活動は無報酬とする。なお、本会議の運営における

一般的事務費（通信費、会議費等）はSPACが負担する。それ以外の経費が必要になった場合は、

随時、メンバ及び SPAC で調整して分担する。 

 

９． その他 

（1）利用実証が不可能になった場合は、該当参加者は退会する。 

（2）本会議の事務局は、財団法人衛星測位利用推進センターに置く。 

（3）本会議の運営に関し、その他必要な事項は会議において定める。 

（4）本会議は、第 3項の活動の終了をもって、解散する。 

 

以 上 



@NICT

@JAXA筑波宇宙センター

ﾏｽﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙ実験局

実験用受信機

電子基準点

測量用補正情報生成装置 @GSI@ENRI

準天頂衛星追跡管制局 擬似時計
地上装置

航法メッセージ

双方向時刻比較

測位信号

ＴＬＭ／ＣＭＤ

補強信号

時刻制御実験局

AIST機器監視
制御装置 @AIST

測位モニタ実験局レーザ測距局

時刻標準設備
ＵＴＣ（NICT）

準天頂衛星初号機「みちびき」

GPS衛星

JAXA
情報通信研究
機構（NICT）

産業技術総合
研究所（AIST）

電子航法研
究所（ENRI）

国土地理院
（GSI）

*  L1-SAIF: L1-Submeter-class Augmentation with Integrity Function

衛星測位利用推進
センター（SPAC）

L1SPS局

@SPAC

CMAS局

利用実証用端末

L1-SAIF実験局

資料２ 準天頂衛星初号機実証システムの全体構成
［JAXA資料より抜粋］



資料２－１ 準天頂衛星初号機の可視時間帯の変化
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平成24年8月

時刻はUTCを示す
は日本時間の午前9時から午後5時の時間帯

仰角60度以上

仰角10度～60度

仰角10度未満

JAXA殿資料引用

募集対象の利用実証期間

（東京から見たQZS-1の仰角）

2011年1月～ ～2012年3月

↑

時
刻

平成22年9月

9月11日
みちびき打上

⇓

9月6日
民間利用実証調整会議結成

⇓



電子基準点のGPS観測データを元に、電離層補正量、GPS衛星時刻･軌道補正量･概略軌道等の
データを生成し、準天頂衛星から送信されるL1-SAIF信号に重畳して送信することで、日本及び近
傍海での1周波コード測位受信機の測位時間短縮、測位精度向上を図る
（注）利用実証段階では、QZSの時刻･軌道は補正できません。

サブm級補強データ
生成（250bps）

衛星軌道・クロック誤差

電離層遅延誤差

対流圏遅延誤差

GPS衛星

アップリンク

サブメータ級測位

電子基準点データの収集

準天頂衛星

JAXA地上局

電離層遅延 補正データ

GPS衛星

電子基準点

・全国に約１２００ヶ所
（国土地理院設置）
・真の位置が既知
・ＧＰＳ信号を連続受信

準天頂衛星から配信

衛星軌道・クロック 補正データ

補強データ

測位信号

資料３ サブメータ級測位補強システム構成

L1SPS



資料４ サブメータ級測位補強利用効果

・従来の一般的GPS測位精度約10m（1周波単独測位）に対し、補強情報を受信し補正するこ
とにより、サブメータ級（＜１ｍ（ｒｍｓ））の測位精度を得ることができる

・GPS航法データ取得による位置算出時間(35～50秒)に対し、補強情報を受信することで取得
時間を短縮し、位置算出時間を平均１５秒以下にできる

効用例①
測位信号(L1C/A)と同じ周波数の
補強情報を受信できるので、携帯
型や車載型等の簡易な測位受信
機で測位補強できる

効用例②
天頂から補強情報を受信できるの
で、山陰、ビル陰などSBAS（静止
衛星）が見通せない場所でも測位
補強できる

効用例③
動作開始から位置算出までが短
縮されるので、普段は動作休止が
多い携帯型測位受信機等での利
便性が向上する



補強データ

測位信号

資料５ センチメータ級測位補強システム構成

電子基準点のGPS観測データを元に、電離層補正量、GPS衛星時刻･軌道補正量、対流圏遅延量
等を算出し、準天頂衛星から送信されるLEX信号に重畳して送信することで、電子基準点設置エリ
アでの2周波搬送波受信機の単独測位精度向上を図る
（注）利用実証段階では、QZSの時刻･軌道は補正できません。また、同時に補強できるエリアは

200kmX200km範囲に限られます。

センチm級補強データ
生成（2kbps）

衛星軌道・クロック誤差

電離層遅延誤差

対流圏遅延誤差

GPS衛星

衛星軌道・クロック 補正データ

アップリンク

センチメータ級測位電子基準点データの収集

準天頂衛星

JAXA地上局

電離層遅延 補正データ

対流圏遅延 補正データ

電子基準点

・全国に約１２００ヶ所
（国土地理院設置）
・真の位置が既知
・ＧＰＳ信号を連続受信

準天頂衛星から配信

GPS衛星

CMAS



資料６ センチメータ級測位補強利用効果

効用例①
基準（参照）点計測をすることなく、単
独の高精度測位が可能になるので、測
量などでの作業の効率化が図れる。

効用例②
測位衛星からリアルタイムで補強情報
を受信できるので、地上無線通信回線
が無い地域でも、低速移動体（IT自動
走行）制御などに利用できる。

効用例③
基準点設置（RTK-GPS）などの技術･
操作が不要なので、誰でも容易に高精
度測位ができる。

全国隈なく
一様サービス

受信機１台
で単独測位

・従来の一般的GPS測位精度約３m（２周波単独測位）に対し、補強情報を受信し補正する
ことにより、センチメータ級（低速移動：水平＜３cm（ｒｍｓ）、垂直＜６ｃｍ（ｒｍｓ））の測位
精度を得ることができる

・天頂から測位信号と類似の信号で補強情報が送信されるので、測位と一体化した補強受
信機を用い、全国隈なく一様に、リアルタイムで高精度な単独測位ができる。



資料７ 貸与可能品目一覧

項番 品 目 数量 備 考

１１
メモリカード型測位受信機［ＱＺＳＲ］
（SDIO用DRIVER含む）

約３００
用途；サブメータ級測位補強（GPS測位補強、IMES受信）
資料７－１ 参照

１２ ソフトウェア（ＡＰＩ） －
用途；QZSRからの測位データを各種アプリケーションに
取り込むためのソフトウェア（ＡＰＩ）
資料７－１ a、７－１ｂ 参照

１３ QZS Prove-TooL
－

（12項を含む）

アイサンテクノロジー(株)無償提供
用途；QZSRをPDA（HP-iPAQ212 or 112)に実装して測
位動作させるための簡易操作ソフトウェア
資料７－１ａ 参照

２１
低速移動体端末
（LEX受信アンテナ及びLEX信号受
信機は含まず）

２
（23項を含む）

用途；センチメータ級測位補強（高精度GPS測位高強）
資料７－２ 参照

２２
LEX信号受信機（LPY-10000）
（LEX受信アンテナを含む）

２
（21項と組合せ）

古野電気(株)製
用途；QZS-LEX信号のメッセージ受信
資料７－２ 参照

２３ デコーダ
１（単体）

２（21項に組込）

用途；LEX信号受信機（別途準備が必要）から出力され
るセンチメータ級補強データ（圧縮）の伸長を行う
資料７－２ 参照

他
センチメータ級補強
後処理利用

－
用途：リアルタイム性を必要としない高精度測位利用
資料７－２ａ 参照

いずれの品目も、実証利用に限定し、使用後は原状にて返却下さい



資料７－１ メモリカード型測位受信機の概要



資料７－1ａ サブメータ級測位補強を活用する利用実証の形態(Ⅰ)

サブメータ級測位補強を活用する利用実証端末（形態Ⅰ）関連システム／装置

GPS

GPS
L1C/A信号

地上補完信号
送信機

準天頂衛星
初号機

メモリカード型
測位受信機
（QZSR）

QZSS
L1C/A信号

L1-SAIF信号

IMES信号

ホスト端末（PDA）

Q
Z
S
R
ド
ラ
イ
バ

OS

測
位
A
P
I

利
用
実
証

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

SDIO
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

インタフェース
分界点

●ホスト端末の対象機種は、HP iPAQ ２１２ 及び １１２ 限定です

●アイサンテクノロジー殿無償提供の操作アプリ［QZS Prove-Tool］を
利用希望の場合は、SPACから提供します

●ユーザインタフェース
仕様を提示

貸付品（H/W）

貸付品（S/W）

【注】



資料７－1ｂ サブメータ級測位補強を活用する利用実証の形態(Ⅱ)

サブメータ級測位補強を活用する
利用実証端末（形態Ⅱ）関連システム／装置

GPS

GPS
L1C/A信号

地上補完信号
送信機

準天頂衛星
初号機

メモリカード型
測位受信機
（QZSR）

QZSS
L1C/A信号
L1-SAIF信号

IMES信号

ホスト端末（PDA）

Q
Z
S
R
ド
ラ
イ
バ

OS

測
位
A
P
I

近
距
離
無
線
通
信

SDIO
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

アプリケーション端末（スマートフォン）

近距離無線通信
（デモ用ソフトウェア付）

Bluetooth

利用実証アプリケーション

インタフェース
分界点

貸付品（H/W）

貸付品（S/W）

【注】

●ユーザインタフェース
仕様を提示

●スマートフォン（Android端末）を対象機種
とし、近距離無線通信S/Wを提供



資料７－２ 低速移動体端末の概要


